
〔１〕問題文と〈条件〉、【ほうこくする文章】を読んで問われていることを確認する。

〔２〕上記③の「考え」の理由となること「二つ」を（３）から見つける。

〔３〕〈条件〉「ふさわしい表現」「字数

制限」に合わせて書く。

正答の導き方

・書こうとすることの中心を明確にする。

・目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書く。

必要な知識・技能

令和２年度 福岡県学力調査 小学校第５学年【国語】

の三４ 目的や必要に応じて自分の考えの理由を挙げて書くことができるかどうか
をみる問題

＜関連する過去の問題＞

H３１全国 1  三：公衆電話について調べたことについて、報告する文章の□に分かったことを書く問題

宮
本
さ
ん
の
学
級
で
は
、
だ
れ
も
が
く
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調

べ
て
、
ほ
う
こ
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
宮
本
さ
ん
は
、
駅
前
の
放
置
自
転

車
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
次
は
宮
本
さ
ん
が
書
い
て
い
る
【
ほ
う
こ
く
す
る

文
章
】で
す
。
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

【
ほ
う
こ
く
す
る
文
章
】

駅
前
の
放
置
自
転
車
に
つ
い
て

宮
本

は
る
か

（略
）

（
３
）
自
転
車
は
ど
こ
に
置
け
ば
よ
い
か

駅
前
で
は
自
転
車
を
ど
こ
に
置
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
〈
資
料
２
〉の
よ
う
に
、
駅
か
ら
歩
い
て
五
分
以
内
と

い
う
近
い
場
所
に
、
市
営
の
ち
ゅ
う
輪
場
が
三
つ
あ
り
ま

す
。
混
ん
で
い
る
平
日
の
朝
で
も
、
あ
と
二
百
台
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前
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放
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べ
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わ
た
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、
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三
つ
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そ
う
す
れ
ば
、
駅
前
の
歩
道
に
自
転
車
が
あ
ふ
れ
る
こ

と
も
な
く
な
る
し
、
ま
だ
乗
れ
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自
転
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が
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ょ
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ん
さ

れ
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。

三

宮
本
さ
ん
は
、
「
４

ま
と
め
」
の

に
「３

調
べ
て
分
か
った
こ
と
」
の

（
３
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で
書
い
た
こ
と
を
ま
と
め
て
書
い
て
い
ま
す
。

に
入
る
内
容
を
、
次

の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

〈
条
件
〉

○

「
３

調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
」の
（３
）か
ら
、
考
え
の
理
由
と
な
る
こ
と

を
二
つ
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。

○

【
ほ
う
こ
く
す
る
文
章
】に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
書
く
こ
と
。

○

四
十
字
以
上
、
六
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。

【正答例】
駅から歩いて五分以内という近い場所にあり、混んでいる平日の朝でも、あと二百台とめら
れるほどよゆうがあるからです（５５字）

① 問題文の 部から、（３）に書いていることをまとめる必要がある。
② 〈条件〉により、（３）から「考えの理由」を「二つ」取り上げる必要がある。
③ 「４ まとめ」の「なぜなら」の直前の文には、「三つのちゅう輪場をもっと利用でき
るはずだと考えました。」とあり、これを「考え」として捉える。

（３）には、上記①～④が書かれているが、「考えの理由」としてふさわしいのは②④

①駅前では自転車をどこに置けばよいか ②駅から歩いて五分以内という近い場所にある

③市営のちゅう輪場が三つある ④混んでいる平日の朝でも、あと二百台とめら
れるほど、よゆうがある

「なぜなら…」に続くように、「から
です。」などの文末表現に気を付ける。



調査問題を活用した授業改善のための指導資料

○ 「書くこと」の指導では、児童の「書きたい」「書いて伝えたい」という思いをもたせる

ことが大切です。そのためには、単元の導入時に生活や他教科等との関連を図り、問題意識

を高めたり、目的意識・相手意識を高めたりする指導を心がけましょう。

○ 付箋などを活用して、情報を取捨選択したり、分類・整理したりする活動を設定すること

は、自分の考えを明確にしたり、構成を工夫したりする上で有効です。

授業改善のポイント

この前、先生が駅の近くを歩いていると、歩道に自転車がたくさんとまっていて、と

ても通りづらかった…。どうにかならないか、いろいろと考えてみたんだけど、みな

さんも「こまったな」「問題だな」と思ったこと、気になっていることはないですか。

◆ （３）から、考えの理由を１つしか取り上げていない。

※（誤答例１）については、「ちゅう輪場が三つある」ことは理由にはならない。

◆ 【ほうこくする文章】にふさわしい表現は敬体であるが、常体で書いている。

誤答例とその原因

（誤答例１）〈資料２〉のように、駅から歩いて五分以内という近い場所に、市営のちゅう輪

場が三つあるからです（４６字）

（誤答例２）〈資料２〉のように混んでいる平日の朝でも、あと二百台とめられるほどよゆう

があるからです（４３字）

（誤答例３）駅から歩いて五分以内という近い場所にあり、混んでいる平日の朝でも、あと二

百台とめられるほどよゆうがある（５１字）

わたしがこの前、公園を歩いていると、ごみがたくさん落ちていて…。

書くための情報を集めたけれど、集めた情報の中で、

自分の考えがよりよく伝わる情報を見付けましょう。

買い物に行くとマイバッグを持っている人が増えてきたけど…。

「書くこと」の指導において、問題意識や目的意識・相手意識を高めることは、取材、選

材、構成、推敲などの際、「よりよい表現にしよう」という思いの高まりにつながります。

【
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の
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台
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台
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台

・
公
園…

百
五
十
台
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市
営
ち
ゅ
う
輪
場
を
も
っ
と

利
用
す
べ
き

・この二つは【考え】につながる
・表に整理すると分かりやすい

取りのぞく

【ちゅう輪場のきまり】

は、【考え】には直接つ

ながらないので取りのぞ

いたほうがよさそうです。

調べて分かった事実の中から

ふさわしいものを取り上げ、自

分の考えとの関係を十分に捉え

て書くことができるように指導

しましょう。

「話すこと・聞くこと」「読

むこと」でも同様に繰り返し指

導することが重要です。


